
対象 子育て世帯

実施方法 放課後児童クラブ利用者へ質問紙を配布し、インターネットで回答

サンプル数 配布数：1,000票 有効回答数：129票

調査時期 令和6年7月下旬～8月中旬

子どもの文化芸術施策に関するアンケート結果

○子どもの文化芸術活動の現状

 約半数が習い事等で文化芸術活動を
行っている

 学校以外で文化芸術活動を行っていな
い理由は「スポーツや塾等、他の活動
をしている」が最多
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○子どもに対する文化芸術活動への期待

 学校やまちなか等での文化芸術体験の充実を求める声が上位を占めている
 特に「伝統文化に触れる機会」は学校での役割が期待されている
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順位 文化芸術活動の分野 件数

1 伝統的な文化・音楽・芸能 73

2 音楽 58

3 美術 54

4 ダンス 42

5 食文化 30

6 演劇 25

7 文学 21

7 文化財 21

8 映画 8

9 漫画 6

（３つまで回答可）
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ご意見・ご要望

学校での文化芸術体験の
充実

・施設で休日にイベントがあっても親の都合で参加できないことも多い。学校
行事として触れたり、子どもだけで参加できたりする機会が増えてほしい。

祭りや伝統文化に触れる
機会の確保

・小倉祇園太鼓や神楽など後世に残したい素晴らしい文化があるので、学校で
体験学習や見学会を催して欲しい。

・町内の人しか参加できないお祭りもあるので、もっと地域外の人も気軽に参加
できるとよいと思う。

まちなかで文化芸術に触
れる機会の確保

・スーパーなど身近な場所で文化芸術に気軽に触れる機会が出来たら嬉しい。
・今の子ども達はネットやゲームをして、外に出る事が少なくなってきている
ように感じる。学校以外でもっと沢山の文化芸術活動ができる機会や場所を
作ってほしい。

文化芸術を通じた多世
代・多様な人との交流

・外国人とも積極的に交流して子ども達が地域の文化を外国語で紹介できる機会
を作って欲しい。

その他
（文化芸術に触れる
きっかけづくり等）

・文化に対する興味を起こすような取り組みがあれば嬉しい。
・色々な経験ができる機会(イベントなど)が増えたらいいと思う。
・子どもの時に色々な芸術分野の実物に触れる機会や目にする機会、体験する
機会があれば興味を持つきっかけになると思う。芸術分野にもっと触れ合える
機会が増えたら子供の関心も大きく変わると思う。

・人気アニメ主題歌のクラシックコンサートなど子どもが興味をもつものを経験
させたい。

・「映画の街北九州」として、映画制作に触れる機会をもっと取り入れてほしい。

○北九州市の文化芸術へのご意見・ご要望（自由記述抜粋）
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Ｚ世代に対するヒアリング結果

実施方法 大学生2名に対して下記3つのテーマについて座談会形式でヒアリングを実施

実施日 令和6年8月2日

 学校で文化芸術に触れる機会はあったが、楽しみ方が分からない等で継続に至って
いない

 検索されやすいワードに関連付けて、興味を喚起させる情報発信が必要

テーマ Ｚ世代からの発言

これまでの
文化芸術体験

・学校でミュージカルを観に行ったり、クラシックを聴きに行ったりしたが、その後
自分で行ってはいない。クラシックは難しかったので、解説があるとよかった。

・ゲームミュージックのオーケストラコンサートには、自分で興味を持って行ったこと
がある。

・有名な能楽師の舞台を学校で観た際は、後日その能楽師が出演している映画を自分で
観たりして、興味を引かれた。

・親が好きな分野は一緒に見に行ったりして今でも好きなので、親の影響は大きい。

文化芸術を身近に
感じる機会

・小倉祇園太鼓のように、まちなかの至る所で練習している姿を見ると文化芸術を身近
に感じるが、目に入らないと身近に感じづらい。

・動画やアニメで紹介されていると親しみやすい。

文化芸術による
集客

・大学生は大学の掲示板をよく見ているので、ポスターを貼るのは効果がある。最近
では北九州市立美術館の展覧会のポスターが印象に残っている。

・どこかに出かける際は「北九州グルメ」等で食の情報をSNSや動画で必ず検索する
ので、文化芸術を食に関連付けてSNS等でPRするとよいと思う。
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